「追 i 息」 による 追 i 息 

岸 田國士 



八月 号で 芥川竜 之 介 氏の 「追憶」 とい ふ 文章 を 読み、 

誰でも 同じ やうな 追憶 を も つて ゐる もの だとい ふこと 

を 知り、 転た 感慨 を 催した 次第で あるが、 昨日、 K 社 

の 山 本 氏に 会 ひ、 たまたま 芥川 氏の 近況 を 知る こと を 

得た。 それで 本誌への 責 ふさぎ かたがた、 この 一文 を 

草す る ことにした。 病床に ある 同氏への 御見舞と もな 

れば この 上 もない 幸せで ある。 

幼稚園 

僕の 通った 幼稚園 は、 四ッ 谷の 津の守 坂に あった。 



であった やうに 覚えて ゐる。 梅ケ 谷が 常 陸 山に 負けて、 

ベ そ を かいて ゐた —— と、 僕 は その 時 信じて ゐた。 負 

けても 土俵の 上に 頑張って ゐて 動かない、 小 緑と いふ 

へ ンな 男が ゐた。 

画家 

小学校に 通 ひ 出して、 一 家 は 左 門 町に 引越した。 向 

ひ 側に M とい ふ 同級生が ゐて、 そのお 父さんが 画家 だ 

つた。 それ は 日本画の 方に 相違ない。 襖 だと 思って ゐ 

たの は、 今考 へる と屛 風で、 草の葉の 間 を 蛍が 飛んで 



する 時、 宇 品から、 母に 送った ものである。 勇壮な 歌 

調、 しかもお のづ から 纏綿た る 情緒 を 漂 はせ たもので 

ある こと はいふまで もない。 一介の 武弁、 あれで も 三 

十に して 多感の 詩人で あつたかと 思 ふと、 僕の 幼時 は、 

案外 文学的に 恵まれて ゐた かもしれ ぬ。 

あ仂& 

少年 世界 は、 毎月 取って ゐた。 もちろん、 小波の 愛 

読者で ある。 なかで も、 太郎 露と 次郎 露の 話 ほど、 僕 

の 夢 をべ ルセした 話 はない。 



幾つの 年だった か、 なんでも 戦争の 写真で ある。 亜 来 

利 加の 星条旗が 風に 翻り、 軍艦が 波 を 蹴立て、 鉄砲の 

銃 先から、 パッ パッと 白い 煙が 出る の を、 不思議な 感 

動 を もって 見つ づけた。 

今でも、 活動写真 に対する 僕の 興味 は、 さう いふ 「原 

始的」 な 部分に 集注され て ゐる感 が ある。 汽車が 音 を 

立てずに 走り、 人が 声 を 出さずに もの を 言 ふ、 その 奇 

妙な 現象 は、 確かに 一種の 恐ろしい 魅力で ある。 二 

九 二 六、 九) 
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